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あたたかな心のふれあい heart-warming 
 

栄養課の仕事風景 

  

当院の栄養課スタッフは管理栄養士１名、日

清医療食品㈱の栄養士 1名、調理師 1名、調

理員 3名です。普段、皆様にお会いする機会が

少ない部署でありますが、今回は、その栄養課に

スポットを当てて紹介をしたいと思います。 

１．食事の提供まで             
当院では、給食業務を日清医療食品㈱(以下、

「日清」)に委託しています。病院側の栄養士が献

立を作成し、日清側で発注、調理、盛り付け等を

行っています。患者さまの状態や希望に合わせら

れるように、常にミーティングを行いながら、業務を

行っています。 

2．衛生管理について            
安全な食事を提供するために、大量調理施設

衛生管理マニュアルをベースに、スタッフの体調管 

 

 

  

 

 

 

理から各調理工程における洗浄・殺菌の衛生管

理を徹底して行っています。 

3．献立の工夫    

食事は患者さまにとって楽しみの一つだと思いま

す。一人ひとりの病態をふまえ、患者さまの希望に

できる限り答えられように考えています。毎日同じよ

うな献立が続かないように、行事食を取り入れるよ

うにしています。例えば、毎週火曜日には、弁当箱

におかずをつめて、お品書きを添えて、松花堂弁当

(写真①)をお出ししています。また、月に一度は、

調理師のチーフが行う、チーフメニューを企画し、い

つもと違った雰囲気を味わっていただいています。

敬老の日やクリスマスなどはデザートを豪華にしたり、

お寿司のバイキングを提供しています。 

 

4．経管栄養の管理   
当院では、口から食事をとることのできる患者さ

まが少なく、ほとんどの方が鼻やお腹から管を通して

栄養を取っています。そのような患者さまのために、

たくさんの種類の流動食を用意しています。医師と

相談し、患者さまの状態に合った流動食を選択し

ています。毎日、病棟のカンファレンスにも参加し、

患者さまの状態に変化がないか情報を得て、病棟

スタッフと協力しながら、その都度対応していくよう

にしています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

5．最後に 
 個々の患者さまのために、適切な栄養管理を行

い、おいしい食事を提供できるように、日々研究し

ていきたいと思います。これからも入院患者さま、ご

家族さまのご指導ご協力をよろしくお願い致します。 
 

栄養課の紹介 
［記事提供］栄養課 管理栄養士 花輪 美里 

 

 

調理作業風景 

心を込めたお食事を作ります！ 
 

栄養士室でデスクワーク 

 

栄養課スタッフ一同 

 

写真①. 松花堂弁当 
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先月 9月 13日(木)に入院されている患者さま

を対象に、敬老会を開催しました。 

  当日の日程 

 

 14：10 ミニコンサート 開演 

 曲目：童謡「ふるさと」、「もみじ」 

      患者さまによる合唱つき 
 

 場所 ２階デイルーム 
 

 参加患者さま 24名 

 

 

今年は職員によるミニコンサートを行いました。

演奏者は約一か月前から練習を重ねていました。 

曲名は童謡「ふるさと」と「もみじ」の２曲です。

吹奏楽経験を持つ職員 3 名が、フルート、ホルン、

トランペットでのアンサンブルを行いました。 

曲が始まると演奏者に熱いまなざしを送ったり、

目を閉じてリズムをとり、曲に合わせて歌をうたって

いる患者さまもいました。中には、感極まって涙を

流されたり、普段言葉を出さない方が声を出して

喜んでいました。また、手がご不自由な方からの拍

手は、貴重な光景であり、私たちも嬉しい気持ち

になりました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演奏が終わり、名残惜しそうにしている方々が

いて、退場のＢＧＭ代りに演奏を続けていると、

まだ終わってないと勘違いしてその場から離れよう

としない光景が見られました。 

 

 皆さまそれぞれが、普段の療養生活で見ること

のできない満面の笑みで、私たちも心温まるひと

時でした。今後も入院療養のはげみにして頂ける

企画をしていきたいと思います。 
 

 

 

新入職員の紹介 
 

長く続いた残暑が終わり、秋が急ぎ足でやって

来ました。 

今回、新しく入職された看護師のご紹介を致し

ます。日々の業務にも、慣れてきた頃だと思います

ので、質問をして感想をいただきました。 

♦ 看護部 病棟看護課 配属         

山本 麻美（やまもと あさみ） 

Ｑ.1 職場の印象はどんな感じですか？ 

病院の雰囲気は、全体が明るく落ち着いた印

象を受けました。 
 

Ｑ.2 この病院に来て新しい発見はありましたか？ 

 他の病院に比べ患者さまが清潔に保たれている

と、いう事に気づきました。業務に携わっていると、

患者さまに対するケアが、細かいところにまで行きと

どいている点が驚きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ.3 患者さまに対する心構えは何ですか？ 

明るい声で接することです。患者さまを少しでも

元気な気分になってもらう様に明るく接するのを大

切にしていきたいです。 

Ｑ.4 今後の抱負・目標は？ 

これからもっと患者さま、１人１人をきちんと把

握して個々に合った適切でやさしい看護をしていき

たいです。まだ、わからない事でご迷惑をおかけする

事もありますが、よろしくお願いします。  
 

以上、当院の印象や新しい発見等のコメントに

ついて語ってくれた山本さんでした。ありがとうござい

ました。 

皆さまの声をお聞かせください 

 今後も、ご家族と意見交換会や、交流の場

を設けたいと思います。また、不安や悩み、疑

問等ございましたら、医療安全管理室にてご

相談をお受けしております。また、ご意見箱も

設置しておりますので、お気軽に投函して下さ

い。     

      患者サービス向上・広報委員会 

〒07 8-8340  

旭川市東旭川町共栄 223 番 6 

 Tel  0166 -34 -3838  

 Fax 0166 -34 -2867  

 ホームページ www.aiseikai -hp.jp  

敬老会を行いました 
 

 

  

 

［記事提供］病棟介護課 立川俊行 

 

 

 

 

 

あたたかな心のふれあい  

HEART -WARMING  

［記事提供］患者サービス向上･広報委員会 

  

※写真はイメージ図です。 


